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金沢地裁判決と能登半島地震 
岩淵 正明 

１．金沢地裁判決の概要 

    判決骨子 

    配布資料 参照 

２．能登半島地震の発生 

⑴ 発生日時 

    3 月 25 日午前 9 時 42 分頃 

    志賀町震度 6 弱 

⑵ 規模 

    震源  志賀原発までの震央距離 18 ㎞ 

    深さ  11 ㎞ M6.9 

    長さ  約 21 ㎞、幅約 14 ㎞の範囲が南東側が北西側に乗り上げる右横ずれを伴

う逆断層 

⑶ 志賀原発での想定 

    設計限界 490 ガル 

    スクラムレベル 1 号機 190 ガル、2 号機 185 ガル 

    今回の地震 

      1 号機の原子炉建屋地下 2 階の地震計 震度 4.8 239 ガル 

2 号機で 264 ガル 

      （参考 志賀町 945 ガル） 

⑷ 志賀原発への影響 

   直接的影響 

   S2 を越える地震動 

⑸ 北電の申請書上の活断層 

    F12、14、16、17 の 4 本 

    地表の活断層 

海底活断層の評価の誤り 

 ⑹ 金沢地裁判決との関係 

    直下地震の想定の誤り 

    大崎の方法の誤り 

３．邑知潟断層帯の問題 
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